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新型コロナウイルス騒動でわかった３つのこと第８回

＜その１＞
　2019年12月末、中国が世界保健
機関（WHO）に「原因不明の肺
炎の人が増えている」と報告をし
ました。しかし、原因が「未知の
ウイルス」であったのはほんの数
日で、すぐに新しいタイプのコロ
ナウイルスと判明しました。
　昔に比べて、病原体が何かを分
析するスピードが上がっているこ
と、皆で協力する体制がつくられ
ていることがわかりました。

＜その２＞
　最初に流行が確認された中国の
武漢市の様子をインターネットの
動画で見た時、私たちは当初、「と
ても怖いウイルスなのかもしれな
い」と思いました。「重症の人が
たくさんいる」と感じたからです。
　新しい感染症が流行する時は

“致死率”は高く出ます。計算の
際に、分母は重症な肺炎の人、分
子は死亡した人となるためです。
病院に来るのは重症の人が多いこ
ともわかっています。しかし時間
が経つにつれ、「病院には来ない
ような軽い症状の人」がたくさん
いることがわかりました。そうす
ると致死率は低くなります。
　いつもと同じパターンであるこ
とがわかりました。

＜その３＞
　高齢者や持病がある人を除いて、
ほとんどの人は重症にならないこ

＜まず私たちがすべきこと＞
「咳やくしゃみをする時は、手や
周囲が汚染されないように注意す
る」
「熱や咳の症状がある時は休む、
人混みに出かけない」
　そして思います。体調不良の人
が周囲にいた時、安心して休める
ための環境を作れていただろうか、
食事や飲み物がなくて困っていな
かっただろうか。
　また同じような感染症は流行し
ます。その時には今よりもっと強
い私たちがいますように。

とがわかった後も、テレビを見て
いて不安な日が続きました。不安
なのに不安な情報を探してしまい、
気持ちもからだも元気を失い「こ
のままだと感染したら重い症状に
なってしまうかも」とさらに不安
になりました。
　これではウイルスに負けてしま
う！ そこで、不安情報を探すの
をやめて、できる予防をやってみ
ようと思い始めて気づきました。
ウイルスに勝つための対策はいろ
いろあったのに、十分やれていな
かったことに。
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